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高齢社会を迎えた日本は、骨・関節など運動器の問題を克服し「健康長
寿社会」へと変革することが求められています。宮崎大学バイオメカニクス研
究室では、運動器の持つ力学的機能を解明する基礎的な研究から、ロコ
モティブシンドロームの予防、スポーツ動作分析、ロボット・デバイスの研究開発
などの応用研究まで幅広く活動しています。医学と工学との連携の中で、生
体の高度なメカニズムに学び感動し、医師・エンジニアと共に臨床現場・現
代社会が直面している種々の課題に対して「機械工学」をベースに解決を
試みるバイオメカニクス研究に取り組んでいます。優しい性格の学生が多く卒
業後は自動車、航空宇宙、化学、材料メーカーなど幅広い分野の上場企
業で技術者として活躍しています︕
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環境中の振動から発電する圧電振動発電ハーベスタの最適設計のため、
力増幅・慣性衝突・非接触磁力の3つの方式を比較検討し、高出力・長
寿命・広帯域を両立する発電デバイスの設計指針を確立します。

研究内容
圧電振動発電ハーベスタの最適設計

身のまわりの力や運動を電気に変換する
力学エネルギーハーベスティングの仕組みと応用

「健康寿命の延伸」に貢献するバイオメカニクス研究

ひとこと
大学は自分が興味を持つ分野を学び自分の可能性を
広げ、自分の夢を実現するための場所です。未来の自分
のために、今できることを大切にして進んでください。

機械知能プログラム　教授
河村　隆介

ひとこと
焦らずに好きなことからはじめよう︕

機械知能プログラム 教授
山子　剛

出身:新潟県
趣味:バイオメカニクス、機構学、応用数学
専門:生体機械工学

出身:大阪府堺市
趣味:音楽鑑賞、ドライブ
講義:材料力学、情報・データリテラシー
専門:機能材料と構造の力学

インフラ監視、設備の予知保全、ウェアラブル発電、メンテナンスフリーIoTノー
ドへの応用を見据え、エネルギー変換の理解と新技術の創出に挑戦する
テーマです。機能材料、IoTの基礎技術を社会における課題解決へ応用す
る能力を身につけることを目指しています。

ハーベスタに加えた圧縮荷重①は、二段のリンク機構により増幅され、増幅後の圧縮荷重③
が圧電素子に伝達されることで高い発電量が得られます。

リンク機構の力増幅方式を用いた圧電振動ハーベスタの最適設計

圧電素子 圧電素子

構造の強度を維持しつつ、ハーベスタの力
増幅率の最大化に最適な梁の長さ、厚さ
や角度を設計します。

治療機器 スポーツ リハビリロボット

研究内容
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